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1、 背景 
 
１．１ 道路行政における業績評価の導入と使用されている指標の現状について 
 
近年、財政状況が厳しさを増すなか、国民の価値観の多様化などを背景として、質

の高い社会資本整備や効率的で透明性の高い行政サービスの提供が求められている。 
政府では、平成１４年度より「行政機関の行う政策の評価に関する法律」が施行さ

れた。国土交通省においても平成１４年８月の社会資本整備審議会の中間答申におい

て、道路整備については一定の量的ストックが形成されており、今後は道路サービス

による成果（アウトカム）を重視し道路ユーザーが満足する道路行政に転換すること

が重要であるとされた。 
国土交通省道路局では、国民の視点に立ち、より効果的、効率的かつ透明性の高い

道路行政へと転換を図るため、平成１５年度より、国民にとっての成果を重視する成

果志向の考え方を組織全体の基本と位置づけ、アウトカム指標（道路整備の成果を測

定するための指標）を用いた業績評価の手法を中心に、政策の評価システムを核とす

る新たな道路行政運営の仕組み（道路行政マネジメント）を導入している。１） 
現在、施策を評価するためのアウトカム指標としては、既設の道路上の課題の解決

を表す指標、例えば渋滞解消や交通事故減少等の成果を測定するための指標が多くを

占めている。一例をあげると、渋滞がない場合の所要時間と実際の所要時間の差であ

る「道路渋滞による損失時間」、自動車走行台キロあたりの死傷事故件数である「道

路交通における死傷事故率」、道路 1km あたりの路上工事に伴う年間の交通規制時
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間である「路上工事時間」、市街地の幹線道路のうち電柱、電線のない延長の割合で

ある「市街地の幹線道路の無電柱化率」などの指標である。 
他方、道路新設の開発効果を表す指標については、特定の成果を表すものに限られ

ている。例えば、高規格幹線道路およびこれに類する道路のインターチェンジ等から

10 分以内に到達が可能な拠点的な空港・港湾の割合を表す「拠点的な空港・港湾へ

の道路アクセス率」、地域の生活の中心の都市のうち、隣接する中心都市への道路の 
防災・震災対策が完了しているﾙｰﾄを少なくとも一つは確保している都市の割合を表

す「災害時に広域的な救援ﾙｰﾄが確保されている都市の割合」などである。(表 1) 
 
 
表１ 既存の評価指標１） 

 

分類              指    標 
１ 橋梁の予防保全率、道路構造物保全率 

２ 防災上課題のある市街地の割合 

３ 道路交通における死傷事故率 

４ １日当たりの平均利用者数が5000人以上の旅客施設の周辺等の主な道路のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化の割合

５ 道路渋滞による損失時間 

６ 路上工事時間 

７ ETC 利用率 

８ 踏切遮断による損失時間 

９ 規格の高い道路を使う割合 

１０ 市街地の幹線道路の無電柱化率 

１１ 自動車交通の CO2 排出削減量 

１２ 路線番号の認識できる交差点の割合 

１３ 夜間騒音要請限度達成率 

既
設
道
路
上
の
課
題
解
決
を
表
す
指
標 

１４ 
NO2 環境目標達成率 

SPM 環境目標達成率 

１５ 災害時に広域的な救援ルートが確保されている都市の割合 

１６ 拠点的な空港・港湾への道路アクセス率 

１７ 隣接する地域の中心の都市間が改良済みの国道で連絡されている割合 

新
設
道
路
の
開
発

効
果
を
表
す
指
標 １８ 日常生活の中心となる都市まで、３０分以内で安全かつ快適に走行できる人の割合 

１９ 道路利用者満足度 

２０ ホームページアクセス数 
そ
の
他 

２１ 道路事業の総合コスト縮減率 
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従って、新たに道路建設を行う際のより一般的な開発効果を表す指標が必要である。 
ここでは、一定時間内の交流圏人口に着目し、道路整備による交流機会の新たな発生

や拡大、例えば生活者の経済・文化活動等への参加機会の拡大、商業及び工業の発展

等の成果を表す指標の開発を考える。 
 
１．２ 交流可能圏域に着目した評価指標と NITAS の活用 
 
まず、交流可能圏域について単純なモデルケースにより具体的に示し、交流圏域に

着目した指標の効用や意義等を明らかにすることとした。モデルケースでは人口の計

算単位を市町村単位とし、国総研において交流圏人口を試算した。その結果、人口が

比較的密集しているにもかかわらず交流圏人口が少ない、すなわち交通網が不足して

いる地域が明らかとなるなど、指標としての有効性が確認された。詳細については、

２、で示す。 
次に、人口計算単位を 1km メッシュなどと細分化して計算を行い、交流可能圏域

をより高精度かつ客観的に示す。ここで全国の人口データの他、道路や鉄道等の交通

ネットワークデータ及び製造品出荷額や事業所数等各種統計データの組み込まれた

システムである「NITAS」を使用する。 
NITAS(National Integrated Transport 

Analysis System：総合交通分析システム）

とは、全国デジタル道路地図データベースに

よる全国の現況道路ネットワーク、「駅すぱ

あと」のデータによる全国の現況鉄道・航空

ネットワーク、全国の船のネットワーク等の

交通ネットワーク情報の他、人口、製造品出

荷額、事業所数、年間販売額、病院数等の各

種統計データが組み込まれたシステム

であり、政策の立案・評価を迅速かつ経済的

に行うとともに、利用者の立場に立った交通

体系を効率的に実現することを目的として、

国土交通省政策統括官で開発されたシステ

ムである。２） 
NITAS は、 図 1.2-1 に示すような全国デ

ジタル道路地図データベース等の各種交通

ネットワーク情報のほか、道路や鉄道などの

交通モードの設定、高速道路インターチェン

ジや鉄道駅などの起点終点の設定等の設定 
機能が組み込まれている。そして内蔵されて 

全国ﾃﾞｼﾞﾀﾙ道路地図 DB 現況道路ﾈｯﾄﾜｰｸ 
全国ﾌｪﾘｰ・旅客船ｶﾞｲﾄﾞ 現況船ﾈｯﾄﾜｰｸ 
駅すぱあと 現況鉄道･航空ﾈｯﾄﾜｰｸ 
高速道路時刻表 現況道路料金 
全国ﾌｪﾘｰ・旅客船ｶﾞｲﾄﾞ 現況船料金 
駅すぱあと 現況鉄道･航空料金 
駅すぱあと 現況鉄道･航空時刻表 
数値地図 25000 地図（地名･公共施設･行政界他）

21 世紀国土交通のｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 将来道路ﾈｯﾄﾜｰｸ 

起点・終点設定 鉄道駅､空港､港､高速 IC､2 次･3 次ﾒｯｼｭ､GIS
上の任意の地点、物流施設、市区町村役場、等

探索条件 所要時間､費用、距離、一般化費用

ｱｸｾｽ･ｲｸﾞﾚｽ 徒歩､自動車(一般･一般+有料) 
交通ﾓｰﾄﾞ ﾌﾙ･道路･鉄道･航空･(道路+船)･(鉄道＋航空) 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 不通化設定､年次ごとの設定他 
基礎数値設定 道路･徒歩速度､船乗換時間､一般化費用設定 

道路種別 有料+一般道路､一般道路 
道路走行速度 法定･平均旅行･混雑時旅行速度 
鉄道種別 未指定､新幹線･特急･新幹線/特急を不使用 

船種別 ﾌｪﾘｰ+旅客船､ﾌｪﾘｰ 
算出基本時間 時刻表(鉄道･航空)､平均所用時間 
計算方法 通常･集約計算 

[ 設定機能 ] 

[ 各種データ ] 

図 1.2-1 NITAS に組み込まれている各種デ
ータ(交通ﾃﾞｰﾀ)と設定機能３） 
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いる駅すぱあとや MAPLET 等（ともに一部改良版）の検索エンジンを用いて、任意

のゾーン間を最短時間、最小費用等で結ぶ交通手段（道路、鉄道、航空、船等・・・）

を検索することができる。さらに、人口や製造品出荷額等の各種統計データが組み込

まれており、時間圏域人口（交流圏人口）や、ある地域における単位人口当たりの製

造品出荷額等を算出することができる。 
ここで、一例として NITAS を用いて常磐自動車道における水戸北インターチェン

ジ（以下水戸北 I.C.と略す）供用前後の交流圏の計算結果を図 1.2-2 に示す。 
当該 I.C.前後の既設 I.C については、北側に那珂 I.C.、南側に水戸 I.C.があり、そ

の間の距離は約 12kmである。一般的に高速道路の I.C.間の距離は諸外国では約 5km
であるのに対し国内は約 10km と長く、乗り降りが不便である等の問題がある。こ

うした問題に対処するための追加のインターチェンジとして、コスト縮減等を考慮し

たサービスエリアに接続するスマートインターチェンジや本線に直結する ETC 専用

のスマートインターチェンジ等の設置が進められている。水戸北 I.C.は既設の那珂

I.C.と水戸 I.C.のほぼ中間に位置し、東京方面への on ランプおよび off ランプのみを

設置した本線直結型で ETC 専用のスマートインターチェンジであり、平成１８年９

月２５日に社会実験を開始した（平成１９年３月３１日まで実施予定）。 
計算の結果から、水戸北 I.C.の周辺において、１５分時間圏が拡大したことがわか

る。 

 
 

   
図 1.2-2 水戸北ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ供用前後の交流圏の変化 
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２、旧市町村単位で見た交流圏人口の試算４） 
 
２．１ 交流圏人口の計算手法について 

 
ここでは、既存データのうち入手しやすく、計算も比較的容易に行うことのできる

市町村単位の人口をもとに交流圏人口を計算する。市町村毎の人口は、国勢調査デー

タ（２０００年）より求める。 
まず、交流圏人口と実際の人口分布を比較することができるように、人口データを

地図上に表現し、高規格幹線道路網も併せて地図上に表現する（図 2.1）。次に、市

町村毎に、ある一定時間内で移動可能な人口（交流圏人口）を求め、地図上で着色し

て表現する。この結果については 2.2 および 2.3 参照で示す。 

 
図 2.1 市町村別人口（2000 年）           出典：「国勢調査（2000 年）」 
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２．２ ６０分圏時間交流人口 
 

６０分圏時間交流人口を示す（図 2.2）。これは、概ね日常の生活圏（通勤、買い物）

を表していると考えられる。 
市町村別人口(図 2.1)と６０分圏時間交流人口(図 2.2)を比較すると、前者は人口が

相対的に最も集中した地域、例えば赤色で着色された人口密度１,０００人／k ㎡の

地域が九州南端から北海道にいたるまで全国に散在しているのに対し、後者は６０分

圏時間交流人口が相対的に最も高い地域、例えば 200 万人以上の地域（黄色で着色

された地域）が３大都市圏を中心とした太平洋沿岸に限られていることがわかる。 
特に日本海側の東北地方の秋田県、山形県、そして山陰地方の鳥取県、島根県には

６０分圏時間交流人口が２００万人以上の地域が全く存在しない。これらは本州の日

本海側における、日本海沿岸を結ぶ高規格幹線道路網がない地域と一致している。一

方で、これらの県にも人口密度１,０００人／k ㎡の地域（図 2.1 における赤色で着

色された地域）は存在している。交流圏人口は周辺地域の人口規模やその分布に影響

され、単純に全国一律で比較すべきものではないが、当該分析により道路交通網とも

密接に関係していることが示唆される。 
 

 
図 2.2  ６０分圏時間交流人口（２０００年人口） 
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２．３ １８０分圏時間交流人口 
 
１８０分圏時間交流人口について、２０００年のものを示す（図 2.3）。 
１８０分という時間に関しては、ⅰ）高速道路ネットワークの整備によって都市間

の所要時間が概ね３時間以内に短縮されると交通量が大幅に増加する傾向にある

（NAVINET を使用した分析による）5)こと、ⅱ）全国市町村アンケートの結果によ

る日帰り圏域が全国平均で２時間４０分である 5)、ということを考えると、１つの圏

域として行動できる限界線を示していると考えられる。特に、道路のみで評価した場

合は物流との関係が深いということから、日帰りビジネスの限界圏域を表していると

も考えられる。 
ここでは、６０分圏時間交流人口に比べ、交流圏人口が道路網も人口も集中してい

る３大都市圏に集中している傾向がより顕著となっている。 
 
 

 
図 2.3  １８０分圏時間交流人口（２０００年人口） 
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３、今後の展開 
 
３．１ 評価指標とするための分析手法について 
 
３．１．１ 人口の最小単位のメッシュ単位への細分化 
２．で紹介した集計する最小単位を旧市町村単位とすることの最大の問題は、測定

単位が粗いため、個別の道路整備による効果を交流圏人口の変化として評価するこ

とが困難なことである。また、比較ベースが市町村面積の影響を受け、さらに市町

村合併により今後安定したデータが得られないという問題もある。 
これらの問題を解消するため、集計の最小単位を一定の大きさのメッシュ、例えば

１０km 単位や１ｋｍ単位で切ったものとする。 
 
３．１．２ 鉄道も用いた評価 
６０分圏としては、通勤、日常生活における移動を想定する。この場合、移動手段

としては自動車の他に特に大都市圏では鉄道による移動も考慮するべきであること

から、NITAS の特徴を活かし鉄道も考慮して交流圏を計算する。 
 
３．１．3 各種メッシュデータの組み合わせによる評価・分析 

一度交流圏を計算すれば、人口や事業所数、生産額、医療・福祉施設の数等と組み

合わせた様々な指標の作成が可能である。これら指標のなかから、交流圏の拡大が地

域に交流をもたらすことを適切に示せるものを探し出し、道路ネットワーク整備の効

果を適切に示す評価指標の開発を進める。 
 

３．２ 特定課題としての展開、スケジュール（案） 
 
３．２．１ １年目（平成１８年度） 
１年目である平成１８年度は、まず、国総研により基本的な集計・分析方法を提示

する。これを受けて、各整備局等においては、管内の現況の交流可能圏域の計算を

メッシュ単位で行う。 
 

３．２．２ ２年目（平成１９年度） 
２年目は、前年度に各整備局等により行われた計算結果に、人口や製造品出荷額等

のメッシュデータを加え、評価指標として妥当な集計・分析手法の検討を行う。また、

各整備局等により主要な道路プロジェクトについて供用したときの交流圏拡大効果

に関する事例的分析を行う。 
 

３．２．３ 研究成果の現場等への反映予定 
経済的効果の分析を進め、道路事業の評価、再評価の際の整備の効用を説明するの

に用いる。 
 
参考文献 ： 
１） 平成 17 年度道路行政の達成度報告書 平成 18 年度道路行政の業績計画書 （国土交通省道路局） 
２） 国土交通白書 2006 平成 17 年度年次報告（国土交通省 編） 
３） 新しい国のかたち「二層の広域圏」を支える総合交通体系～総合交通システム(NITAS)を活用～ 平成 16 年 11 月 10 日 

GITA-JAPAN （国土交通省 政策統括官付 逢坂 謙志） 
４） 平成 17 年度道路ﾈｯﾄﾜｰｸの形成･利用のあり方に関する調査業務 報告書（国土技術政策総合研究所 株式会社公共計画研究所） 
５） 人口減少時代の国土ﾋﾞｼﾞｮﾝ 新しい国のかたち『二層の広域圏』(森地 茂『二層の広域圏』形成研究会 編著） 
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